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・家庭的な雰囲気を心がけ、安心して遊べる安全遊具を用意する。 ・園生活に慣れてきたことによるトラブルに丁寧に対応する。

・疲れたら横になれるよういつも安心して寝られる場所を作る。 ・一人一人の発達やペースに併せて遊びや活動を提案していく。

・家庭との連携をとりながら、幼児に負担のない過ごし方を工夫する。 ・してほしいこと、困ったことを教師に言葉で伝えられるよう援助する。

・個人差を受け止めて対応する。 ・異年齢児との関わりの機会を持ち、トラブルには丁寧に対応する。

・家庭的な雰囲気を出すよう家庭にある遊具や幼児の興味に応じた遊具を用意

する。

・遊びやすいよう遊びかけの状態にしておく。

・幼児がその日の状態に応じて動きやすいようにする。

年長児の手伝いなどの機会を見せ、誘いかけたり、３歳児同士の仲立ちを

する。

・個人差を受けとめて対応する。

・一人一人の園児が自分の居場所をみつけられるようにする。

・一人一人を温かく受け入れ安心感を持てるようにする。

・母子分離に個人差があるので、保護者との連携を持ち、信頼関係を持つ。

・寒暖に併せて衣服の着脱で体温調整を促す。

・進級児と新入児の違いを受け止め、個々に対応する。

・クラスが居心地よく、楽しい場であると感じられるよう家庭での遊びと関連ある

遊びもできるようにしておく。

・園ならではの遊具や用具を用意し、一人で使用できるようにしておく。

・園生活や遊びのルールについて一緒に考える機会を持つ。

・友だちとのトラブルの時、お互いの言い分を聞き合い、自分たちで解決して

いくよう導く。

・身の回りの始末や着替えなど自分でできるように表示したり、手順を話す。

・入園した不安に丁寧に対応し、安心感を持たせる。

・進級したことへの喜びを十分受けとめ、意欲へと繋げていく。

・疲れたり一人でいたい時に落ち着いて過ごせる場所をつくり、安心感がもてる

ようにする。

・他クラスからの刺激をが多くなるので、幼児が「やってみたい」と思った時すぐ

に対応できるよう準備しておく。

・自分たちで片付けや身の回りの始末がし易いようにしておく。

・慣れてきたことで友だちとのトラブルが多くなるので、一人一人の変容を見逃

さない。

・初めての経験に戸惑う幼児もいるので、すぐに対応していく。

・何が欲しいのか、何をして欲しいのか言葉で表現するように促す。

・ごっこ遊びや見立て遊びを楽しむようになるので、幼児の遊びに応じて教

材を準備したり、再構成し易いようにする。

・暖房、換気、寒さへの対応等、安全で健康な環境をつくる。

・経験の幅を広げるような提案をしていく。

・防寒具の始末、着替えの始末等一人でし易いようにする。

・自分なりに創ったり表現したりするのを楽しむようになるので、その表現を認

め、自信を持つような働きかけをする。

・みんなで使う、一緒に使うという経験を深めていく。

・年長、年中児との関わりがますことによって刺激も多くなるが、トラブルも出

てくるので丁寧に幼児の変化を見ていく。

・自己主張を言葉でするようになるので、次第に友だちの言葉にも耳を傾け

るよう促す。

・教師や友だちに伝えたいという思いに十分に応えていく。

・興味を持ったことにじっくりと取り組める時間と場を保証する。

・友だち関係に広がりがみられるようになるので、一緒に遊びながら気の合う友だ

ち関係を広げていく。

・一人一人の発達のテンポに合わせながら、課題に取り組めるようにしていく。

・遊びの中で遊具や用具の使い方を知り、安全な使い方を身につけられるように

援助する。

・当番活動やグループ活動を通して、友だちと力を合わせる経験を深められるよ

うする。

・言葉で自分の思いや考えを教師に伝え易いようゆっくりと話を聞く時間をとる。

・工夫したり、試したりできる素材や用具を用意し、それぞれのペースで関わり

ながら達成感が味わえるようにする。

・遊具や用具を工夫して組み合わせて遊ぶ経験の幅を広げる。

・クラスの一員として自覚できるようクラスみんなで取り組んだと満足感が得ら

れるような活動を工夫する。

・一人一人自分なりの目的意識を持って登園できるよう、考えや発見・頑張っ

ている姿を認め合えるようにしていく。

・友だちとのトラブルの時、互いの主張を聞き合い仲直りしたことを認め、幼児

の思いに応えていく。

・暖房・換気等にも幼児の関心を向け健康的な環境づくりを一緒にする。

・進級する事への不安には丁寧に対処しながら、進級することを楽しみにする

よう年長への期待感を高める。

・教師との信頼関係を確かなものとしながら、安定を図っていく。

・年長児になった喜びを受けとめ、一人一人の頑張ろうとしている姿を認め励

ます。

・幼児が自分たちで遊びを展開していけるよう生活の場や必要な物を一緒に

整え環境づくりをしていく。

・他クラスとの交流を通して年長の自覚を持つようにする。

・クラスでの約束事について考え話し合う機会を持つ。

・友だちとのトラブルの時、互いに話し合い解決の方法を見つけ合ったり、クラ

スで話し合う機会を持つ。

・地域との交流に関心を持ち、自分から取り組もうという意欲を意識して活動に

取り組めるようにする。

・身の回りの始末や着替え、片付けなどについてクラスで話し合い、自分たち

で園生活を進めていこうとする気持ちを育む。

・健康な生活、安全な生活を意識し、互いに危険を知らせ合い守り合うことに

ついて話し合う機会を持つ。

・他クラスからの刺激をすぐに受けとめるようにする。

・クラス全体で取り組む活動で一人一人の考えが活かされるよう配慮し、みん

なで頑張ったという達成感が味わえるようにする。

・疑問に思ったことを調べたり試したりできるよう図鑑や本、用具や素材等を用

意しておく。

・一人一人がグループやクラスの中で認め合い助け合いながら、対等に遊び

や活動を展開していけるようにする。

・友だちの良さや得意な面を認め合い、活動を展開していくよう援助する。

・責任を持って当番の仕事や役割分担に取り組めるよう励ます。

・自分たちで相談したり、活動を展開できるよう十分に時間を保証する。

・知的好奇心や探求心を刺激し、満足感を得られるようにする。

・生活の中で、必要に応じて文字や数などへの興味を引き出す。

・一日の生活の仕方や遊びの中で見通しを持って行動ができるよう時間的把

握や段取りについて話し合う機会を持つ。

・異年齢児との交流を深め、遊びを伝達し合う機会を持つ。

・小学校生活についての情報を提供し合い、互いに不安感を取り除くようにし、

期待を高めていく。

・幼児自身が自分の居場所を見つけて安定して過ごせるように家庭的な雰囲

気をつくり、個別に対応する。

・園とは異なる遊具を準備し、気持ちを切り替えて遊べる場を保障し、家庭で

の遊びに近い遊びを工夫する。

・お昼寝が必要な幼児には個別に対応し、緊張感や疲れが出ないよう配慮す

る。

・異年齢の幼児同士が遊びやルールを伝え合いながら遊べるよう配慮する。

・預かり保育内でのルールを話し合い、互いに守り合って過ごす体験を重ねる。

・一人一人の遊びが充実して遊び込めたり、園での体験を表現したり体現で

きるよう配慮する。

・年少児は年中年長児への憧れを持ち、年長児は年少年中児への思いやる

行動がとれるよう援助する。

・基本的生活習慣を教師の指示なく、自分から行動する姿を認め、自信を持

つような働きかけをする。

・トラブルを異年齢で関わり合って解決していく力を育み、自己発揮して異年

齢児と関われるよう配慮する。

・年少児は年中年長児への憧れを持ち、年長児は年少年中児への思いやる

行動がとれるよう援助する。

・基本的生活習慣を教師の指示なく、自分から行動する姿を認め、自信を持

つような働きかけをする。

・トラブルを異年齢で関わり合って解決していく力を育み、自己発揮して異年

齢児と関われるよう配慮する。


